


























































































































 欝反 し・ 期 下 制は  比し ある 思わせh又 
 紺礁 胤嬢職 復すること撤する繍あ 然し麟のAe1臼H
 籔驚糠欝1叉隷罵籍礁繍灘潔二町
 で,ステロイドの下垂体副腎皮質機能に及ぼす影響の評徳,意味づけには尚懐i重を要すると思わ






 欝欝 れ をして 2  つ   
 三三じでマ
 雛5,ステロイド使用中並びに中此後のSU負荷試験はACTH1目負荷試験と比較して良好な反
 欝応を示す例が多かった。これらの例でAC1旨H5段違続負荷と比較鵡来た例はAC浬H第≦霞と第2
 欝押の融を示嚥
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 審査結果の要旨
 本論文にかいて著者はステ・イド療法を受けた患者につき下垂体副腎皮質系に勘よほす影響を
 検討し,次の結論を得ているo
 tステ・イド連続使相例につきへC男H1β負荷の反応値お・よび増加量と使用ヨ日数との問に
 逆櫓関を認めたが,使期量との聞には有意の相関を認めなかった。叉へGTH連続負荷5臼目の
 反応と使累日数訟革び使絹量との閥には有意¢)相関は認められ友かつた。
 2.ステロイド中止後7ヵ月までの働て}AC塗H負荷試験σ)明らヵ吸低下を認めた。ステロイド
 を約5年間遠続投与されへCTHを併現して中止後20ヵ月¢)1例についてはへC笹H負荷試験
 は正常で訪った0
 5ステロイド硬期中並びに中止後のSU負荷試験はへC思B窪欝負荷試験と比較して良好友
 反応を示す例が多かった。これらの例で氏GTH5β連続負荷と比較出来た例はへ。密H第1島
 と第25目の閥び)値を示'した。
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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